
《３０年間の変化（その１３）》 
  
 「まとめ」 
 
 
 今回のテーマである「３０年間の変化」について考えてみたのは、日本の将来像を

考えるモデルとして海外の事例を引合いに出すのではなく、少し過去の「日本」の状

況を思い起こすことで、自分たちの社会像は自らの経験をベースに構築できないもの

か、と思ったためです。様々な観点から日本での変化を考えてきましたが、現在当り

前となっていることが、ほんの少し前には決して当り前のことではなかったというこ

とに気が付きます。 
 
 以前にも述べたとおり３０年前（３５歳以上の方は実感できるイメージと思います） 

には自家用車はほとんどなかったし（少なくとも私の育った家庭では）、ファミコンや

携帯電話、インターネットもない時代でした。子どもたちは日が暮れるまで外遊びに

明け暮れ、貧しさの中にもそれなりも充実感があったのではないかと思います。 
 
 現在は「物質的」には非常に豊かになりましたが、精神的には豊かさの実感はあま

りないようです。確かに失業問題、政治不信や財政破綻の危機など日常生活に影響を

与える問題は山積です。 
 
 しかし「日本」だけのことを考えるならば、そんなに暗い将来ではないように思い

ます。特に、「人口」の爆発的な増加という難問を抱える国々と比較すれば直面してい

る問題の多くは決して解決不可能なものではないように感じます。 
 
国内「人口」の推移 
 
１９７０年  １０３，７２０千人 
１９８０年  １１７，０６０千人 
１９９０年  １２３，６１１千人 
２０００年  １２７，０３０千人（１９７０年の約１．２２倍） 
２００７年  １２７，７８２千人（ピークと予測） 
２０５０年  ９２，３０９千人～１１０，９６２千人（予測値） 
２１００年  ５０，８８４千人～９０，０８５千人（予測値） 
 
 ｢人口｣問題が重要な要因と考えるのは、現代社会のように各個人の選択の自由をで

きるだけ許容し、制約をできるだけ回避した上で、国全体としての資源、エネルギー

消費量や廃棄物発生量を抑制することは人口の将来動向を抜きしては論じることがで

きない、と考えるからです。 



国内での一般廃棄物発生量推移（千トン） 
 
１９７５年  ４２，１８０  
１９８０年  ４３，９５０ 
１９９０年  ５０，４４１ 
１９９６年  ５１，１００（１９７５年の約１．２倍） 
 
国内での産業廃棄物発生量推移（万トン） 
 
１９７５年  ２３，６００ 
１９８０年  ２９，２００ 
１９９０年  ３９，５００ 
１９９６年  ４０，５００（１９７５年の約１．７倍） 
 
国内の一次エネルギー消費（石油換算百万トン） 
 
１９７３年   ３２４  
１９８５年   ３６７  
１９９８年   ５１０（１９７３年の約１．５７倍） 
  
国内の販売電力量（億ｋＷｈ） 
 
１９７５年度 ３，４９０ 
１９８５年度 ５，２１９ 
１９９５年度 ７，５７０ 
１９９９年度 ８，１６９（１９７５年度の約２．３倍） 
 
 
 １９７０年代以降の一般廃棄物の一人当りの発生量はほとんど増加していません。

一方、産業廃棄物、一次エネルギー、販売電力量は確実に増加しています。これらは、

社会の「質」的な変化に伴うものとも考えられます。すなわち、社会の質的変化に応

じて使用量や供給量を増加させることができる性質のあるものとも言えそうです。こ

れに対し「水」のような海外からの資源輸入ができないものは使用量がほとんど増加

していません。 
 
国内の「水」使用量 
１９７５年 生活用水 １１４億ｍ３ 
      工業用水 １６６億ｍ３ 
      農業用水 ５７０億ｍ３ 
      合  計 ８５０億ｍ３  
 



１９９８年 生活用水 １６４億ｍ３ 
      工業用水 １３７億ｍ３ 
      農業用水 ５８６億ｍ３ 
      合  計 ８８７億ｍ３（１９７０年の約１．０４倍）  
 
 食料やエネルギーは現時点で比較的問題なく海外から輸入できているため、穀物自

給率 30％以下、エネルギーの海外依存度約 80％というある意味で危機的な状況にあ
っても不安をほとんど自覚することがないと言えます。 
 
食料自給率の変化 
 
１９７０年  穀物自給率       ４６％ 
       主食用穀物自給率    ７４％ 
       供給熱量総合食料自給率 ６０％ 
       金額ベースの食料自給率 ８０％ 
 
１９９９年  穀物自給率       ２７％ 
       主食用穀物自給率    ５９％ 
       供給熱量総合食料自給率 ４０％ 
       金額ベースの食料自給率 ７２％ 
 
主要先進国におけるエネルギー供給構造の比較（１９９５年）    
 
          日本   米    独    仏    英  
輸入依存度（％）  ７９．９ ２１．０ ５９．８ ４８．８ ▲１４．７  
石油依存度（％）  ５３．６ ３９．０ ３６．７ ３５．８  ３６．５  
石油輸入依存度（％）９９．７ ５２．１ ９７．５ ９７．２ ▲５８．６  
 
 
 また、日本では過去のような経済成長を再現できないことはＧＮＰの動向にも現わ

れているようです。国内経済は｢成長｣の限界点に至った訳ではないとは思いますが、

少なくとの一つの｢峠｣を越えて｢成熟期｣に入った、と捉えた方が良いように感じます。 
 
国民総生産ＧＮＰ（兆円） 
  
１９７０年  ７３．１８８ 
１９８０年  ２４３．２５６ 
１９９０年  ４４４．６８７ 
１９９５年  ５０１．５７５ 
２０００年  ５１８．２５７（１９７０年の約７倍） 
 



国・地方の債務残高の変遷 
 
１９７０年  ７．３兆円  
１９８０年  １１８．２兆円  
１９９０年  ２６５．８兆円  
１９９５年  ４１０．１兆円  
２００１年  ６６６．４兆円（１９７０年の約９０倍） 
 
 経済素人の立場から言えば、もし我が家の借金が６６６万円で、家族が協力して産

み出せる付加価値が年間５１８万円であったとすれば、とりあえず毎年５０万円分を

借金返済に充てるくらいの努力はするように思います（状況を正確に示している訳で

はないと思いますが）。このような努力で金利にもよりますが２０年くらいでかなり返

済できる可能性があります。 
 
 国家は家庭とは異なりますが、借りたものは返すのが道理です。そのためにはＧＮ

Ｐの観点からは１９９０年以前を思い浮かべ、生活を見直すことが必要と思います。

とても生活レベルを落とせないというのであれば、せめて「成長の限界」や「ゼロサ

ム社会」を意識した社会とすることは避けられないと思います。小手先ではない、十

分に熟慮の上で意識改革を伴う取組みを行っていくしか解決策がないように思えるの

ですが・・・。 
 
 
 しかし、｢経済｣を軽視することはできません。私たちに与えられている様々な選択

の自由は｢経済｣力という蓄えがあればこそ実現できることなのではないか思います。

｢経済｣的な豊かさが失われれば生活の余裕を失います。そして失業や個人破産が増え、

経済的な貧しさから社会が混乱します。国内の自殺者が年３万人を超えているような

事態を無視することはできないように思います。 
 
国内での「事故」の死因 
 
         総数      男        女  
交通事故     １２，８５７   ９，０７２   ３，７８５  
自殺       ３０，２５１  ２１，６５６   ８，５９５ 
他殺          ７６８     ４２６     ３４２ 
その他の外因    ３，３０２   ２，０６４   １，２３８  
 
 
 今回、「３０年間の変化」を振り返ることで、将来社会のイメージを持つのに参考に

なるのではないかと考えて取組んできました。私自身としてはまだまだ考えがまとま

りませんが、「経済」的あるいは「物質」的な豊かさのみでなく、「精神」的な豊かさ

を感じることのできるような社会が浮かんでいます。しかし、実現がこれほど難しい



社会はありません。「精神」的な豊かさは形として示すことができません。私たちは｢形｣

が認識できるものの価値を優先しがちです。 
 
 社会の受容力も大きくはありません。日本では敗者復活は難しいようですし、出る

杭も徹底的に叩かれるようです。また直ぐに｢敵｣か｢味方｣かの議論になっているよう

に感じます。このような状況ではとても｢精神｣的な豊かさを感じることはできないよ

うに思います。 
 
 子供社会の｢いじめ｣が問題となっていますが、私にとっては大人社会の｢いじめ｣が

目につきます。｢力｣の暴力以上に｢言葉｣の暴力が際限なく広がっているように思えま

す。｢精神｣的な豊かさを実感できる社会を構築しようとするならば、まず｢大人｣が自

分の言動を反省することから始める必要がありそうです。 
 
 自己主張するだけでなく他人の主張にも耳を傾けること、｢主張｣と｢人格｣を切り離

して議論すること、様々な考え方に触れた上で自分なりの考え方を構築すること、部

分のみではなく全体を考えること、相手の立場を思いやった上で自分の考えを主張す

ること、主張した内容にはそれなりに責任を持つこと、等を踏まえて将来の社会につ

いて常に考え続けることが第一歩と思います。 
 
 残念ながら精神面での変革には時間がかかります。１０年、２０年ではとても変わ

ることができないように感じています。世代を越えた取組みが必要と思います。私た

ち「大人」と呼ばれている世代が様々な問題について自ら「考え」、将来について「子

供」たちと語り合うことから取組む必要がありそうです。 
 
 私自身も将来の社会像を冷静かつ継続して考えるとともに子供たちと｢どんな社会に

暮らしてみたいか｣を話し合うことから始めてみたいと思います。きっと｢物質面｣と

｢精神面｣でそこそこバランスの取れた社会なのかなあ、と現時点では漠然と考えてい

ます。       
 

 

(２００２年４月１５日配信内容を改訂) 


